
　神舞とは、５年目毎の旧暦８月１日から８日まで、三浦仮泊地と神舞場、大歳社前で行われる神

事。平安時代の886年（仁和２）、東国東伊美郷（現在の大分県）の別宮八幡宮創建のため、京都

の石清水八幡宮から分霊を受けて帰る途中、風波が荒れたので、船が祝島の三浦湾に避難し、錨を

下ろして停泊した。そこには３戸の民家があり、産まれた子が、いずれも体格が整わず、嘆き悲し

んでいた。これを見た勧請使一行は、哀れに思い、この地に、神霊を祀って（大歳神社）祈願する

とともに、農耕の道を授けた。それ以来、産まれた子の体格も整い、生活も豊かになってきて、子

孫が繁栄した。島民は、その神の恩に深く感謝し、毎年３月に、別宮八幡宮に貢物を捧げる儀式を

行い、５年毎に、神船を飾り付けて神輿を迎え、祝島の氏神・宮戸八幡宮と大歳神社の３社合同の

祭事を行うことにした。これが、神楽神事の始まりであると言われている。

　海上13里を隔てた２村３社が合同で行なう、厳かで華やかな出船入り船の神事として、古式豊か

な神楽舞いが繰り広げられる一大祭典である。

　島民の集落は、練塀に囲まれた家波が続き、軒下まで積み上げられた塀は、敷地を囲むだけでな

く住居の壁として現在も利用されている。

・神舞　うるう年の８月中旬　５日間開催

・特産品：海産物、びわ、石豆腐、蓬饅頭

祝島の神舞と石積み集落
山口県・上関町

TOPICS

お問い合わせ先

上関町産業振興課

●ＴＥＬ／0820-62-0315

●ＵＲＬ／http://www.d2.dion.ne.jp/̃k_yakuba/index.htm

【交通】

●バス／JR柳井駅から約50分（上関町渡船場前バス停下車）

　船／上関渡船場から定期船で35分
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